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JA東予園芸の概要 

西条市、新居浜市、四国中央市
の土居町の３市にまたがる専門
農協 

＜主な出荷物＞ 
愛宕柿、横野柿、ゼスプリゴー
ルド、ヘイワード、バラ、苺 など 

青果のなかでは 

ゼスプリゴールド
が販売額Ｎｏ．１ 

http://www.toyoengei.jp/?p=352


ゼスプリゴールド取り組みの経緯 

２００１年 ゼスプリ社と契約開始 
２００３年 初出荷 
２０１３年 現在、１４２名で約３３haを栽培 



１、ＪＧＡＰ取得までの道のり 



ＪＧＡＰへの取り組み 

２００８年 ゼスプリ社よりＪＧＡＰ取得要請 

生産者への全体説明会 



ＪＧＡＰ記帳台帳 



本格的にＪＧＡＰ導入開始 

２００９年 ＪＧＡＰ導入プロジェクト開始 

①当時の生産指導部の職員７名全員をＪＧＡＰ 
  導入指導者として養成 
②試験的導入は行わず、最初から１４０名の部会 
   員全員で取り組む 

２００９年４月１０日 
「ＧＡＰ基礎研修」を開催 
対象者：ゼスプリゴールド部会役員、ＪＡ職員 



指導者の為の現地講習会・農場指導  

２００９年 ５月  

・農場指導及び内部監査員養成の為の現地講習会 

・選果場のリスクアセスメント 

・団体マニュアルとチェックリストの作成 



選果場のリスクアセスメント  



団体管理マニュアルとチェックリストの作成  

書類作成担当者を決定 必要書類のリストアップ 



ＪＧＡＰ指導員基礎研修受講 
２００９年 ６月１６～１７日 ｉｎ島根 
生産指導部 ６名が受講 



ＪＧＡＰ審査員研修 
２００９年 ６月２４～２６日 ｉｎ愛媛 
生産指導部４名が受講 



生産者対象の支部別現地研修会 



支部別資料説明会 



２００９年 

・８月     仮内部監査 

        内部監査シートの書き込みは行わず、  

        大まかな指導を一戸ずつ行った。 

・９月     第１回内部監査 

        内部監査シートを利用して、生産者と 

        一緒にチェックを行い、是正内容を書い 

        た複写を渡した。  

・１０～１月 第２回内部監査 

        是正内容がクリアできているかの 

        確認              

ＪＧＡＰ取得までの内部監査実施 



審査日：２０１０年２月９～１１日（３日間） 

審査員３名での審査。 

２月９日：事務局審査 

      午前９時～午後５時まで、  

      事務所で事務局審査を 

      行った。 

２月１０～１１日：農場審査 

          １日１名の審査員につき、 

          ２農場の審査。 

          ２日間で３名で、１２農場の 

          審査を受けた。 

第１回ＪＧＡＰ審査 



審査対象農場の他に
、各指導員及び各支
部生産者が集まり、み
んなで審査の見学や
質問を行った。 

審査時の様子 

次回以降の審査
に向けての勉強
になった。 

事務局・生産者ともに
緊張していたが、話や
すいように丁寧に審査
を進めてくれた。 

この為に勉強し
た事、取り組んで
きた事が十分説
明できた。 



ＪＧＡＰ取得！！ 

２０１０年３月１４日 
ゼスプリゴールド生産
団体で最も早くＪＧＡ
Ｐ団体認証取得！！ 



２、ＪＡ東予園芸組織の概要と 
作成資料 



ゼスプリゴールド担当者組織図 

総 責 任 者 （ 組 合 長 ） 

管 理 責 任 者 （ 常 務 ） 

生産・販売・選果・輸送 

実務責任者 

（営農事業部） 

生産指導 

（営農担当） 

選果輸送 

（営農担当） 

販売・精算 

（販売担当） 

資材 

（資材担当） 

ＧＡＰ担当 

（営農担当） 

ＪＧＡＰ監査員補 

（営農担当） 

部会事務局 

（営農担当） 



ゼスプリゴールド担当者業務内容 
総 責 任 者 ・総責任者 

管 理 責 任 者 ・生産・販売・選果・輸送全てにおける管理責任者 

 

 

生産・販売・選果・輸送
実務責任者 

・圃場における農産物の安全及び栽培管理実務任者 

・栽培及び選果場での資材供給総責任者 

・生産履歴記帳表管理総責任者 

・ゼスプリ社への商品引渡し及びクレーム対応実務責任者 

・ＪＧＡＰ対応実務責任者 

・キウイプラス（選果場システム）管理実務責任者 

・選果場運営管理実務責任者 

・選果場従業員労働安全責任者 

・輸送管理実務責任者 

・選果場及び輸送における農産物安全管理実務責任者 

 

部 会 事 務 局 ・ゼスプリゴールド部会運営事務 

生 産 指 導  ・圃場における農産物の安全及び栽培管理指導 ・生産履歴記帳表管理 

販 売 ・ 精 算 担 当 ・キウイプラス操作業務 ・精算業務 

Ｊ Ｇ Ａ Ｐ 担 当 ・ＪＧＡＰ事務 

Ｊ Ｇ Ａ Ｐ 監 査 員 補 ・ＪＧＡＰ指導 ・内部監査 

資 材 担 当 ・栽培及び選果場で必要な資材注文、供給 

選 果 ・ 輸 送 担 当 ・選果場運営管理 ・選果場における農産物安全管理 



東予園芸ＪＧＡＰ内部監査員 
２００９年度 

監 査 員 補 

（ 東 予 園 芸 ） 

監 査 員 

（ＧＡＰ普及センター） 

監 査 員 補 

（東予園芸） 

監 査 員 

（ＧＡＰ普及センター） 

監 査 員 補 

（東予園芸） 

監 査 員 補 

（東予園芸） 

監 査 員 

（ ゼ ス プ リ 社 ） 

監 査 員 補 

（東予園芸 ） 

監 査 員 補 

（東予園芸 ） 

２０１１年度以降 

監 査 員 

（ 東 予 園 芸 ） 

監 査 員 補 

（ 東 予園 芸 ） 

監 査 員 補 

（ 東 予園芸 ） 

監 査 員 

（ 東 予 園 芸 ） 

監 査 員 補 

（ 東 予園芸 ） 

監 査 員 補 

（ 東 予園芸 ） 

ゼスプリ社 ＪＡ全農えひめ 



ＪＡ東予園芸支部一覧 

東 予 園 芸 農 業 協 同 組 合 

ゼスプリゴールド部会 

中
川
支
部 

田
野
支
部 

西
条
支
部 

石
根
支
部 

河
北
支
部 

本
部
地
区 

宇
摩
支
部 

地区番号１ 地区番号３ 地区番号２ 地区番号４ 

     登録農場数   ： １３６ （平成２５年３月１８日現在） 
     内部監査員補 ： ４名 



ゼスプリゴールドＪＧＡＰ取得に関する 

必要書類一覧（農家用） 

１．栽培に関する資料 

 

２．農薬・肥料等の保管に関する資料 

 

３．園地に関する資料 

 

４．作業に関する資料 

 

５．その他必要とする資料 



１．栽培に関する資料 
 

  （１）栽培指針  

  （２）病害虫防除指針 

  （３）生産履歴記帳表 

  （４）施肥・除草剤記帳表 

  （５）作業記録簿 

  （６）圃場地図 

  （７）種苗管理記録 

  （８）各種講習会資料 



病害虫防除指針 

＜内容＞ 
・使用時期 
・対象病害虫 
・薬剤名 
・有効成分とその含量 
・使用濃度 
・使用基準（収穫前日数、使用回数） 
・摘要 

定期防除、展着剤、除草剤 

※防除指針以外の農薬使用
若しくは混用関係については
各担当技術員に必ず相談を
受けた上で農薬散布を行う。 



生産履歴記帳表 

散布日 
散布量 

（総散布量） 
散布者名 使用前点検 散布機洗浄 残液処理 散布器具 

５/１５ ５００ℓ 東予 太郎 ○ ○ ○ ○ 

生産者は防除毎にこの部分の
みを記入する。 



作業記録簿 



２．農薬・肥料等の保管に関する資料 
 

  （１）農薬の在庫台帳 

  （２）肥料の在庫台帳 

  （３）火気厳禁カード 

  （４）農薬保管庫シール 

 

３．園地に関する資料 
 

  （１）園地進入禁止カード 

  （２）危険シール 



農薬在庫台帳 
日付 ５／１４ ５／１５ 

入庫 １   

出庫   １ 

在庫 １ ０ 

※容器が空になったらカウントする。 

※購入して農薬庫に入れず、すぐに
園地で使用する場合も記入する。 

・農薬を購入
した日と購入
数を記入する。 

・農薬を散布
した日と使用
数を記入する。 



内部監査チェックリスト及び是正報告書 

監査した現場で是正項目を生
産者に手渡せれるよう複写シー

トにした。 

「農薬」「肥料」「作業者の安全」
など大きな題目ごとにチェック
項目を並び替えてまとめた。 

監査は現場を見て行うのか、資
料で行うのかをチェック項目ご

とに記入した。 



内部監査チェックリスト及び是正報告書 

内部監査員と農場管理責
任者の確認欄 

団体事務局で審査対応できる
項目は、生産者のチェックリス
トでは「該当外」とした。 



配布資料綴り  
ＪＧＡＰ資料綴り 農薬・肥料管理台帳 



他組織からの援助・協力 
＜ゼスプリ社＞ 

・ＪＧＡＰコンサルタントの派遣 

・審査料・登録料 

・残留農薬検査 

・複写シート、園地カード、危険シール等の作成 

・内部監査員の派遣 

・ＪＧＡＰ取得への全面的サポート 

 

＜ＪＡ全農えひめ＞ 

・内部監査員の派遣 



新次世代型重量選果機の導入 
２０１２年１０月にゼスプリゴールド専用選果機を新たに導入。 
・機械のコンパクト化により、機械の管理や従業員の管理がしやすくなった。 
・重量計量の正確性が増し、強度の強い箱を導入した為、荷崩れのクレーム 
 がなくなった。 
・今後、栽培面積と生産量の増加を図る。 



ＪＧＡＰに取り組む上での問題
点 

＜取組み当初の問題＞ 
・資料作成に時間がかかる 
・指導で回る件数が多い 
・選果場での費用がかかる 
・全体的に温度差があり、意識統一が難しい 
・昔からある倉庫は管理が難しい 

＜現在の問題＞ 
・内部監査員の減少及び職員の移動による内部監査 
 の負担 
・チェックリストの変更に対応する為の資料変更 
・自主的な取り組みが末端まで波及しない 
・新規栽培者への取り組みの徹底が必要 



ＪＧＡＰに取り組む上での課題 

＜取組み当初の課題＞ 
・生産者の負担が減る方法の模索 
・全体の意識統一、理解してもらうような指導の  
 徹底 

＜現在の課題＞ 
・生産者の負担が減る方法の模索（事務局で対応 
 できる方法の模索） 
・内部監査員補の指導能力の向上 
・生産者指導の効率化 
・生産者の自主的取り組み意識の向上 

農協と生産者が一緒に取り組み、 
JGAPへの取り組み内容の向上を図る！！ 



 

ご清聴ありがとうございました。 


